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「GO TO」の縮小にも負けず、乗降客の慢性的減少化にも負けない
全国各地の人気・元気ローカル鉄道は鉄道電気マン志望者憧れのマト
　　　            　～逞しく生き延びるローカル線へのエール !! ～

交通網の大動脈である。量的に減少化の道を歩んでい
ようと、その存在感の大きさは健在だ。
　鉄道の建設や運営にかかわる仕事をしたいと願う若
者も少なくないが、電気工事を学ぶ若者たちにも意外
に知られていないのが鉄道電気工事の世界だ。
　そこで専門学校で電気・電気工事を学ぶ若者向けに
前出の特集を組んだわけだが、今週号の本欄では、新
型コロナ禍のなかでも健気に頑張る全国のローカル鉄
道の数々を写真特集してみたい。
　1時間に1本、あるいは2時間に1本しか走らないロー
カル鉄道でも、鉄道電気工事に携わる人々は、日夜、
保守作業にいそしんでいる。だからこそ、これらの美
しくも雄々しいローカル鉄道たちはダイヤ通りの運行
を続けられる。そんな鉄道にかかわる鉄道電気マンへ
の一種のエールとしてお届けする次第だ。
　　　　　　　　　　　 ＊
　まず写真 1 は千葉県・外房の大原駅から房総半島中
央部の上総中野駅までの 26.8 ㎞を結ぶ第三セクター路
線《いすみ鉄道》だ。のっけから電車でない気動車路
線を取り上げるのもどうかと思うが、車両は非電化で
も保安装置や踏切関係の設備などを含め、鉄道電気マ
ンの活躍する場面は多い。
　執着の上総中野駅からは内房・五井駅までを結ぶ小
湊鉄道（こちらも非電化路線）と連絡し、両者合わせ
て房総半島を横断している。沿線風景が美しく、女性

☆日本列島はまだまだ鉄道天国だ !!
　本紙編集部ではこれまで、さまざまな形の「電気の
仕事」を取材しては、業界企業への就職を希望する学
生向けに編集した記事を、ウェブサイトや『別冊・就
活特集号』（大学版・専門学校版・職業訓練校版・総合
版を年 4回発行）などにアップしてきた。
　なかでも最近の記事で学校などから好評を得たのは、
今年 4月に発行した『別冊・就活特集号 通巻 18 号（専
門学校版）』の特集記事「電気の仕事－－鉄道電気工事
編」だった（取材協力／京急電機株式会社／大雄電設
工業株式会社／株式会社鉄信）。
　車社会の進捗などにより、新幹線網や大都市圏の鉄
道網を除けば、鉄道交通は全国的に「量の面」で縮小
化の道を歩んでいる。しかし、鉄道網は現在も日本の

和レトロを体現していましたが、今やこんなにオシャ
レなビルに変身しています。
　　　　　　　　　　　＊
　写真 4 は外房・和田浦の駅前に建つ公共施設。この
施設の隣には道の駅もありますが、なんといっても目
立つのが全長 25ｍもあるシロナガスクジラの全身骨格
です。
　和田浦漁港は現在もクジラ漁を許可されている数少
ない港で、シロナガスクジラの全身骨格標本はかつて
のクジラ漁全盛期を彷彿とさせるモニュメントといえ
ます。
　後ろの公共施設にはクジラおよびクジラ漁の資料館
が併設されており、隣接する道の駅にはクジラ肉を
使った各種の加工食品が売られています。
　　　　　　　　　　　＊
　写真 5 は栃木県佐野市にある日本クリケット協会の
本部の建物です。元々は地元で有名な歯科医院だった
この建物は、築 100 年以上のレトロさが人気。登録有
形文化財にも指定されています。
　それにしてもなぜ佐野市にクリケット協会が？　そ
れには長い経緯があるため省きますが、佐野市は「ク
リケットのまちづくり」を行っており、日本でいちば

んクリケットが盛んな自治体なのです。
　　　　　　　　　　　＊
　写真 6は伊豆・修善寺温泉にある正ハリストス協会。
写真 7 は天城湯ヶ島にも近い月ヶ瀬温泉のそばに出来
たばかりの道の駅。
　写真 8は浅草の名物「花やしき」。
　写真 9 は、山梨県上野原市にある国指定重文の駒橋
発電所の景観です。
　写真 6～ 9 までは駆け足の説明になってしまいまし
たが、詳しくは次週のコラム「建物たちとの遭遇」で
ご紹介します。乞うご期待！

写真３／昔懐かしい車両が走る長野電鉄

写真２／スリムな風貌が人気の四日市あすなろう鉄道写真１／海・山・里を走るいすみ鉄道
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